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慶應志木会
(慶應義塾志木高等学校同窓会 )

結成さる。
昭和63年 ‖月27日

ホテルオークラで

昭和 63年 11月 27日 、ホテル オー クラ平安 の

間は 、熱 気 につつ まれ て いた。全 E■l各地 か ら

駆 けつ け た 、実 に1,555名 の同窓生が 出席 して、

永年 の懸案 で あ った農 業 高校 、志 木高校 統合

の同窓会 「慶應志 木会 J創立総 会 が 開かれ 、

母校 創 立 40周年 の この機 に 、志 木 を心 のメ、る

さ ととす る8,000名 の塾 員の統一組織が誕生 し

たの であ った。 7f川 忠雄塾 長 を始 め とす る来

賓 の方 々のネ
'話

辛が あ り、懐 か しい先生 方 を囲

み 、久 し振 りに顔 を揃 えた同期 生 の思 い出話

は いつ まで もつ きず 、楽 しい秋 の一 日を過 ご

した。
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慶應志木会会報

「慶應志木会会報」発行に寄せて

慶應義塾塾長

石 川 忠 雄

慶應義塾は一貫教育 を特色 とする学塾であ

る。 しか も慶應義塾ではその憲法 ともいうべ

き「慶應義塾規約」のなかで、大学 も、諸学

校 も、慶應義塾の設置する学校 として、同格、

同列に置かれている。志木高等学校 も、他大

学に見られるような大学附属高等学校ではな

く、独 自のアイデンティティをもつ学校なの

である。 しか し、それでいて、それらの諸学

校が個々別々の もの として存在 しているので

はな く、福澤先生を共通の創立者 とし、先生

の教育理念に基づ く一貫性 をもった共同体で

もあるのである。

こうした教育環境に育った諸君は、義塾の

教育制度における一貫教育の、いわば中核 を

なす もの といってよい。近年、塾員はひとり

経済界ばか りでな く、頗る広い分野に進出し

てお り、私はそのことを心強 く思っている。

特に嬉 しいのは、その第一線で活躍 している

人々のなかに、志木高等学校の卒業生 をは じ

め、塾内進学者諸君の顔 を、数 多く見出し得

ることである。

温故知新 という言葉があるが、昨年の慶應

志木会発足に続 き、今回の「慶應志木会会報J

発行 を機会に、若き日に結ばれたお互いの友

情 を、あらためて温め合ってほ しいものであ

る。

途切れのない未来に向tκ
慶應志木会名誉会長

慶應義塾志木高等学校校長

宮 下 啓 三

志木高の校長の役 をおおせつかったばか り

の私の目の前で志木会が、まるで火山のよう

に、すば らしいエネルギーを噴出させ、む く

む くと盛 り■がって姿 をあらわしました。創

立の 日の熱気にみちた会場で私は、女神アテ

ーネーが成入した姿のままで誕生 したと語る

ギリシア神話のひとこまを連想 していました。

そ う言いたい くらいに突如 として志木会は立

派に整った同窓会の姿 をもって生 まれ出てき

たのです。文字i通 り立錐の余地のないほどに

会場 を埋めた志木高卒業者たちのエネルキー

に私はひたすら驚嘆するばか りで した。

もちろん、これは華やかな舞台だけを見た

者の無邪気な感想にす ぎません。誕生に至る

までに多くの人たちが協議 をかさね連絡 をと

りあって組織 をつ くるのに、どれほど苦労 を

しな くてはならな
・
かったか、察するに余 りあ

ります。熱気のこもる会場からは見えない柱
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1989(春・夏号)OVO1 1

のかげで嬉し涙をぬ ぐっていた幹事たちを私

は目にしました。その人たちは、舞台の上で

は感傷の涙など見せないて、堂々と立派に志

木会誕生の場面を演じていたのです。誕生を

祝 う喚声も、人知れず流された涙も、ともに

同じ思いから発しています。卒業生たちをこ

れほど強い力で引き寄せる志木高に身を寄せ

る機会を得た私はつ くづ く幸せ者です。

ところで、志木会の幹事の方々はごく謙虚

に母校に対して「御指導をいただきたい」と

おっしゃいます。「とんでもない」と私は答え

ます。現役の生徒たちの指導に手一杯で同窓

会の指導にまわす力など余っていない、とい

う意味でそう答えるのではあ りません。同窓

会は同窓会な りに独 自の道を拓いて、その知

恵 と力 とによって後輩たちに有益な刺激を与

えてほ しい、と願えばこそです。一人立ちし

た卒業生たちにとやか く指導めいたことを学

校側ができる道理があ りません。む しろ、た

がいに独立 して自らを尊ぶ存在であることを

前提にして、気′亡、を通 じ合い、声をかけ合い、

励 まし合ってい く関係 を保ちつづけましょう。

「慶應志木会会縄 発行を祝う

慶應連合三田会会長

服音「祀 次郎

昨年めでた く結成された「慶應志木会の機

関紙「慶應志木会報」の第一号が、このたび

発行されるはこび となったことは、義塾社中

にとり、まことに慶ば しいことであ り、謹ん

でお祝い申し上げます。

同窓会は母校 を愛する卒業生の真情 と、同

窓生相互の友情 とをその基盤 とするものです

が、組織 としての同窓会の運営には、四つの

要件があ ります。

第一は、会員1・ 役員・連絡先が明確になっ

ていることです。「慶應志木会」は、すでに完

全な会員1を 備え、充実 した陣容の役員が就任

しておられ、母校のなかに本部事務所をもっ

ておられます。

第二は、会員名簿が整備 されていることで

す。「慶應志木会」では、名簿委員のご努力で、

すでに 立派な同窓会名簿を刊行 しておられま

す。

第二は、総会そのほかの会合が、定期的に

行われることです。「慶應志木会」では、昨年

11月 盛大な創立総会がひらかれました。 こ才し

か らも、会則に もとず く定期総会、ならびに

同期の会、世話人の会など、さまざまな会合

がひらかれることと期イ寺さ才します。

同窓会運営の第四の要件は、機関紙の発行

にようて、会員のあいだのコミュニケーショ

ンがよく保たれていることです。以上四つの

要件がそろい、それが円滑に進め られていれ

ば、同窓会は組織体 として立派に機能 してゆ

くに違いあ りません。

「慶應志木会」は、すでに第一、第二、第二

の発展要件 を立派にみたしておられます。誠

に敬服にたえません。

そして、このたび第 L■lの要件である機関紙

0
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慶應志木会会報

の発行がいよいよ実現 されることとな り、「慶

應志木会」はますます発展の基礎 を確立され

たわけであ ります。義塾社中のなかで有力な

地位 を占める「慶應志木会」が、これを機会

に一層の隆盛を迎えられることを固く信ずる

ものであります。

おネLと会報発行等今後の

運営について
慶應志木会会長

櫻 井英 太郎

志木会発足の経緯につ きましては、昨年 1

月学校当局 より志木高校が創立40周年 を迎え

たこと、又慶應諸学校で同窓会組織がないの

は志木高のみであることを知 り、早速卒業生

有志一同集 まり、母校の発展、更には会員相

互の親睦がすすみ会員諸兄の人生に役立てば

との願いをこめて農高、志木高合一の同窓会

を結成致 しました。

先ずは同窓会組織の基盤 となる名簿の作成

と総会開催の二点に的をしぼ り、世話人幹事

一同心 を合わせ努力邁進 してきましたが、学

校側の多大なるご支援 と世話人、幹事諸兄の

云い知れぬご蓋力、更には会員各位の絶大な

るご理解 ご支援 を得 まして短期間に も拘 らず

立派な名簿を完成 し、総会 も1,555名 のご参加

によりまして盛大裡に開催出来ました。矛f川

塾長をは じめご米賓の方々より讃辞 を頂き、

一方名簿の広告収入、寄付金について も多数

の方のご協力によりまして初年度の事業収支

は黒字計上出来ました。会員各位に感謝 をこ

めてご披露致 します。

次に初年度以降について志木会の維持発展

のために実行 したい事柄について、幹事会に

て取 り決めたことを報告申し上げます と、

○志木会を未来永劫維持発展 させ るために

は、会報の発行が不可欠であるとの判断か ら

平成元年には春秋 2回発行することに決めま

した。将来は年 4回 の発行 を目標に努力致 し

ます。

○名簿につ きましては委員の筆舌につ くし

がたい努力によりまして、lLl期 間に も拘 らず

立派に完成 して もらいましたが、一部の期で

は住所等不備があ ります。早期に正誤表 を作

成発行することにしてお ります。

○寄付金につ きましてはご寄付頂いた各位

のお気持 を参酌 して、寄付相当額に近い額を

学校側 と相談 して何んらかの形で寄付させて

頂きます。

○志木会総会の今後の開催につ きましては、

5年毎に開催することと致 しました。第一回

の成功 を踏台にして更に充実 した楽 しい会を

実施 したいと願ってお ります。

以上骨子のみ述べ ましたが更なる充実発展

をはかるためには一部組織の見直 しと若手世

話人の起用 と、経済的基盤の確立が肝要です。

必要に応 じ漸次ご協力頂 きたいと思いますの

で、事情 ご賢察下 さ
.い

まして今後共格別のご

理解、ご協力をお願い申し上げます。

最後に志木高の益々の発展 と、会員各位の

ご健勝ご活躍 を心か らお祈 り申し上げます。
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春 を迎 えて キャンパ ス内 の緑 もよ うや くそ

の色 を濃 くして参 りま した。 人試 シー ズンに

咲 く梅 の花か ら始 まって 、沈丁 花 。椿 。す も

も 。桜 と、春 の花 々が 次 々 と咲 き誇 って い ま

す 。 この よ うに昔 の ままの 自然 を残 して い る

とは い うものの 、 しか し今 の志 木高 は 、都市

化 の波 に洗 われ て い ます。 有隣 寮や 食堂 の前

に あ ったあの 巨大 な松 の木 は松 喰 い虫の被害

を受 け て 、その うちの何 本 か は切 り倒 さ ざる

をえな くな りま した。 かつ て校 内 を流れ て い

た里i火 Jl用 水 も、 年 とともに

'与

濁 が進 み 、 日|」

7

利150年 か ら暗渠 に切 り替 え ま したが 、今度校

地 の 外側 を廻 す こ とに な り、昨年 秋 か ら工事

が始 ま りま した。 それ とと もに 、寄宿 合 との

間 を走 ってい る都市 計画 道路 の拡 幅工事 も行

なわれ 、 交通 量 が増 えた ため もあ って 、寄宿

合 が一段 と遠 くな った よ うに感 じられ ます 。

この よ うに して 、新 校 合落 成以 来 、いや 、 ス

ー ノく― タ イエーや マ ンシ ョン等 の高層 ビルの

建 設以 来 、それ ほ ど大 きな変化 が なか った と

思 われ る志 木高校 も、少 しずつ姿 を変 えて来

つつ あ ります 。 そ うい った 、変 わ りつつ あ る

学校 の姿 、 また、昔 の ま まの変 わ らない学校

の姿 を、 この コーナー を通 して ご案 内す るこ

とに な りま した。

ます 、昨年 の秋以 降 の主 な学校 行事 を ご紹4

介 しま しょ う。

―‐
1「  石月

:1参
方魚イi 「夕(父   9チ 127日 ～29日

一年 の研修 旅行が 箱根 か ら秩 父に変 わ った

の は Hイ1和 58■1です。 今年 で六年 日に あた りま

す 。地 学 生物 の研修 とオ リエ ンテー リン クを

行 な って い ます 。今年 は悪 天候 の ため 全音|`出

来 なか った クラス もあ りま した。

_珀1 石肝1参 旅 イi 東 Jヒ  9'127日 -29日

fl年 の研 1多 旅イiは ロイ{本 1158年 か らイ̀
:州

1で イiな

って い ま したが 、62年 か ′フ東北 に戻 りま した。

希貿:に よってイ「川啄 木 コー スと宮 沢 賢治 コー

ス とに分 け 、ャ精岡 ・イヒ巻 ・遠里1と まわ りま し

たこ。

三 年  見ギ/:方依イi  ノしり11  肖ljllil10'1 3 日～ 7 日

′たll[10'14日 ^-8日

三 年 もHrイ 和 59年 か メラ3年間関 ″Ч (京 都・奈

11・ LILI 1 1市 ・ ソく台 ・ 1ヒ 里1等 )で 1汗 1ぢ 方魚イ「 を
′
夫

施 して きま したが 、 62身1か ′,ノ し州lσ )見 r許
:魚 ィi

に変 わ りま した。 3ク ラ スすつ 前後 lllに 分 か

オし、 1専 多・柳 り||・ 士t山
`i・

卜」lk・ I1lilキ ・千人ずFf)

とまわ りま した。 中 i ltて は復 ′亡成 ノ́た福 iキ:111

1珈

`と

lid念 館 を見
だ
/:し 、孝ヽ 歌 あ るいは キ'「 き血|を

斉暉lし ま したし

1運動会 10月 !6日          |
-11が 7ク ラ スの ため 色別 の月才プt戦 か とll米

す 、それ それ の クラ スを′ッit白 の 2チー ノ、に 分

け て競 い ま した。 新イ「 の宮 |ヽ 枝 上tがノli徒に挨

1ジ した I14初 の 日で した。

二 日間 で四 千名の 入場 者が あ りま した。 後

夜 祭に は 、 9月 に選 任 され た金 J′ 校 長 と前年

退職 され た三 谷先生 をご招 待 し、実 行委 it会

が花 束 を贈 呈 しま した。

¬
ロイイ不l161年 か ら森林 公 は‖勺σ)コ ーース を使用 し

て い ます。 森林 公園は広 々 との どか で-11道

路 を使 った ときの よ うな危険 は ないの です が 、

遠 いのが 難点 で 、学校 か リフバ スで往 復 して い

ます。 全学年 一 緒 に走 り、一 位 は一年 生 て し

ス1。

旅 行 'マ ラソン大会 12月 7日  森林公園

0
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慶應志木会会報

次 に 、学校 に とって大 きな行事 で あ る入試

と卒 業 です 。

本年 の 入試 は次 の よ うな 日程 で行 なわれ 、

その状 況 は次 の とお りです 。

第一 規 験     2月 14日

第一 次 発表    2月 19日

卒業式は 3月 24日 に行 なわれ、282名 の事業

生が巣立 って行 きました。本塾大学各学部へ

の推薦状況は以下の とお りです。

文  学 部      17名
経 済 学 者に      106名

法学部法律学科   45名
法学部政治学科   45名
商 学  部     20名
医 学 部      7名
理 工 学 部     39名
推 薦 辞 退     3名

なお、辞退者 3名 は、いずれ も他大学医学

部へ 入学が決 まった模様です。

次に、ここ三年ほ どの間に本校 を去って行

かれた先生方 をご紹1介 します。

山田伊和 夫 先生

(社会科)

昭本l132年 に就 |[さ オし、 62

年 3月 に定年 で退職 され ま

した。主に政治経済 と世 界

史を11当 され、担l任や校 内

の諸委 員を務め ′フれ ました。

新聞部の部長 として 「志木

高新聞」の刊行に尽力され、

また、 ij道部の部長 として

部の発展に尽 くされ ました。

第二次 試験

合 格 発 表

奥井泰夫先生

(数学科 )

三谷 和 男先生

(数学科)

2)120日 21[|

2 り1 23 Ll

昭和23年 、 ヽ 撻ヽ倉」」ことと

もに就任さ才し、62年 3月 に

定年で退職 されました。35

年から39年 まで主事を務め

られ、その後も教務関係の

校務の整備や 自然環境の保

護に尽 くされました。53年

から55年 まで合監を務めら

れ、最後の年まで■1任 をな

さり、オクジイの敬称 ?で

生徒に慕われていらっしゃ

いました。

昭和32年に就任さオし、 63

年 3月 に選択定年で退職 さ

れました。コンピューター

教育に情熱を注がれ、コン

ピューターツサ ィェティの

指導に力を尽 くしておられ

ました。塾内のコンピュー

ター委員会の委員をお務め

になりました。晩年世界各

地を旅イテさオし、数々の面白

いお話を聞か して下さいま

した。

(24日 に予定 して い ま したが 、大葬 の礼 の

ため一 日繰 り上 け ま した。)

志  願  者    3543名
入学許 可者    503名
入 学  者    261名
内部 進学 者     6名
入学 者合 言1 267名 (3月 29日 現 在 )

山忠の略称で親しまれた

山田先生は、この 3月 、教

授 として東海大学に移られ

ました。31年間本校の教壇

に立たれましたが、その豊

かな学殖を披涯 された先生

の授業には、思い出深いも

のがあると思います。者書

「一揆打毀しの運動構造」

によって、1985年 、文学博

十になられました。

0

山田忠雄先生

(社会科 )



1989(春・夏号)● vo1 1

同 期
ハ

=
だ よ り

① l了囲 10日・縮噂屋」
冒頭 、櫻 井 (英 )君か ら今 回の 「慶應 志 木

会Jに 寄せ られ た 、同窓諸君 の協 力 に感謝 を

述べ る とともに報告 、龍 野 君 の乾杯 で宴 の幕

を開け ま した。

何 時 もの見馴 れ た顔 に加 えて 久 し振 りに 、

伊 藤 、栗 田、藤井 、小 山 、平 沢 の諸 兄が顔 を

出 して く才して会 も―段 と盛 りJlがった よ うな

思 いが いた しま した。

会 う度 に一段 と、円熟 した仲 間 の顔 に安 ら

ぎ と落着 きが感 じられ 、伸丁か 歳 を感 じるよ う

な気持 ちが 、少 々寂 し く思 い ま したが 、一 方

では時 は過 ぎ去 って も、青 春 は今 なお私達 の

ソし、の 中に〕R々 と生 き続 け て い るこ とを実感 と

して感 じさせ て くれ るに十分 な雰 囲気 で した。

“こオしがデI碁だ ′" と縁 に角虫オして議 くθDを 夕よ

じるのが この 「 クラ ス会」 の良 い ところでは

ないで し ょうか 。

この躍動 感 が 、明 日か らの活動 の “エ ネル

ギー "と な り、確 実 に実 感 として 、今生 きて

い るこ とへ の証 を教 えて くれ て い るの だ と強

く感 じます 。

肇註 こヽ とも、 1悪 い こ と もこのイ中晟1と :共 に
`許

び教 え られ 、青 春 の躍動 の 中で 、それ ぞれが

人生 で二度 と得 るこ との 出来 ない体 験 を して

きたの では ないで しょ うか 。

しが らみ の な い身軽 な身体 を、仲 間 と共 に

東へ西へ 、異性 に強 い関心 を持 ち、大 人の仲

間 に な った よ うな得 意 な気持 ちで いたの もこ

の時代 だ った よ うな気 が します。

年 老いた顔 も、その よ うな 中で童 顔 に な り

Jl席 者 全 員に懐 占の 念 を与 えて くれ ま した。

小 山君が この次 には必 ず 「間 中君」 の住所

を調べ て くれ る と約 束 を して くオしま した。 こ

の よ うに仲 間 の輪 が 少 しずつ広 が る歓 びが 、

酒の酔 い も手伝 って全 身 に渡 って行 くもの を

感 じ、平 沢君 の手締 め 、そ して伊 藤君 の挨拶 、

応援 指 導部 の藤井 君 の名 リー ドに よる「若 き

血」 の大 合唱 が 、新宿 の省 闇 に とけ て行 くの

を感 じなが ら散 開 をいた しま した。 (大 谷記 )

出席者 (川頁てくInl う支称略 )

有 llK幸 二郎 、井 1ヽ1栄 一 、伊 藤正徳 、今井義夫

櫻 井英太郎 、田中久雄 、龍 野和 久、大 谷 熙

波 多野雅弘、中込  旭 、矢島醇 一 、藪 田勝 久

菊地誠之助 、栗 田睦 ウ、、藤井  淳 、抜井宏 寿

中守捷 夫 、月ヽ 山 栄 、 平沢  昭 、塩   lKL

松 本イ山太郎 、 ラた‖可菊貞ド、 コ人里1,原 日召、 力Π藤本音三

② 名曇禅菖倉倉↑高lil場話F早色]|

の諸 兄の ご協 力 を得 なが ら現 在 判明 して いた

イ|:籍60名
'卜

物 故者 4名 を除 き40名 が確 認 さ′し、

総 会 の 出席者 は27名 とい う高 出席率 とな り、

皆 久々の会期 に昔 話 、近 況等 の会話 に花 をさ

かせ た。総 会 後 記 念撮 影 、大部分 の諸 兄 は二

次 会へ …… 。 会場 では改め て全 員近 況紹 介 、

物 故者へ の黙疇 、同期 会開催計 LEj(本 年 2月

予定 )等話 が はずみ 、最 後 に 「 l■ の L」 を熱

唱 後解散 した。 その後年 末年 始 の慌 しい なか

有志 を中′しヽに して同期 会準備 を して いたが 、

昭和天 皇 の崩御 に よ りや む な く延 期 とな った。

改め て総 会時 の写 真等 が整理 され た時期 に同

期 会 を開 11す る予定 で その節 は i;者 兄 の参加 を

期 待 して い る。 {ilt l‖ :id)

(Ξ壼)T量 巖』 :^L04」 これ が私 と慶 應義

熟 の出会 いの 番号 。それ に しては 人が 少 な く、

何か不 気味 な気 は してい ま した。 「清濁硬軟

剛 柔」併せ 持 った正 に塾 だ った。―― 堆 肥播

麦踏み 、麦 の うねの間 の除 草、 (暑 い暑 い )

さつ まい もの おや つ 、麦 刈 り (チ クチ ク)牧

革畑 の 肥 え播 き (く さい 、 こぼす な )柿畑 の

贈 り物 ?、 食堂 の オヤ ジ (マ ッタ クヤ ンナ ッ

チ ャウ ヨナー )収獲祭 (豚の姿 を想 い浮べ て

食べ た トン カツの味 )素足の運動 会 、片岡先

生 の背広 の 自墨 、 ス トー ヴの囲 りの円座授 業

0
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(村 1磯 先′
11)

‐つ一 つ が皆 、深 くズシン

となつか しく想い出 さオしることで｀
しょ う。福

沢諭吉先生の「実学の精神」が正 に脈 々 と自

由闊達 に躍動 していた、いわゆる「KOボ ー

イJと い う軟弓弓なイメーージとは程遠い、こ才しぞ

慶應義塾の健学の精神 といった もの を、充実

した内容 と共に詰め込んだ 3年間であった。

今はなき多 くの師、先輩、同輩、後輩に合掌

し、共に過 ごした想い出の筆 を置 く。

(三期生  岩崎 勝 利記 )

それぞれ相手の名前が浮ばないで、お互 い胸

につけた名札 を見て、大 きな声 を上げ ました。

思 いおこせば、昭和27年 4月 に入学 し、それ

か ら3年間有余 、御一緒 した面々です。 5万

坪のキャンバ スに生徒は、僅か 300人 とい う

少なさの中で、兄弟の ような家族的雰囲気で

した。同窓生の近況は、 5期生全体 で、在籍

者数 106名 で したが、すでに亡 くなられた方

が 4名 いらっしゃいます。その 方々は、浅川

恵右君、福田英勇君、高山信幸君、佐々木孝

仁君であ ります。誌上 をか りて、御冥福 をお

祈 り申 し 11げ ます。その他に音信不通の 方が

15名 います。現在連絡のつ く87名 中、当 日出

席 された友 人は46名 です。 多木温夫君 と大渓

幸男君は現在ア メ リカに、伊藤達 博君は西 ド

イツに、各々右1住 されています。

(幹事  宮 田勝 ・寺鳴延 行 )

④ ぃ:智 fi:負ょ軍「
に活躍されて

既 に ご承知 の通 り、昨年 H月 第 1回志 木会

が盛大 ιこイ予わ才しま しノこが 、 7ま切も34ノ、参力Πし

|[1交 をあたため合 い ました。 なか には 、大学

以 来だ 、 いや 農 高卒 業以 来30年 振 りだ とか 、

農 業実 習の思 い出話や 当時 の悪 戯 を振 り返 り

賑や か に楽 しい時 間 を過 ご しま した。

今年 も7期会 を秋頃 開催 したい と考 えてい

ます 、ぜ ひ大勢 の参加 を楽 しみ に して い ます

なお 、 まだ住 所等不 明の 方が若十 い ます の

で 、 も し消 慮、を矢口る機 会が あ りま した ら幹事

に連絡 して
~ド

さい (笹 島 :把 )

(こ≡)福 £ 章 」哲「 言 彗 .三 田・志 木三高

校卒 業生 合 同の 同期 会 です 。

総 会 は毎年 12月 の 第 3土曜 日5:00P M東

(EE)校家片笠虎革Ittl「書を1猿農異

京三田 クラブ (帝国ホテル地下 )で開催 して

います。

志木か らの出席者は毎回15～ 16名 で入学時

の先輩、卒業時の後輩が入 り交 ってワイワイ

や っています。最近出席者がや 常ヽ連化 して

いるのが残念です。

新 しいメンバー を誘 って ドン ドン参加 して

下 さい。

一年 で も農高に在学 した者は全て会員です。

(三浦記 )

＼ご ノ 校が Ell立 40年 を迎 え、同窓会が盛大

に挙行 された事は、ご同慶の至 りです。当 日、

ホテル オー クラに参加 され た方 々は 、音 を思

い出 して 、 喜々 として話 に花 を咲 かせ ま した

0
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一①

私 たち第 8期生は昭和30年 4月 入

学 しました。校合 も現在の ところで

な く、もっと駅寄 りにあ り田園風景豊かな環

境にあ りました。農業高等学校最後の卒業生

であることに大変誇 りに思 っています。大学

進学にあって も一般受験生 と同 じ試験 をうけ、

文科系のみ しか進めず枠はめ を受け ましたが、

ュニー クな個性 を持 った人々が 多 く、先生方

に とっては印象的な生徒が沢山お られた と思

います。一週に まる一 日の農作業は四季 を通

じ、開墾 などの苦 しみはあ りましたが「土に

親 しむ」 ことを教 えられ、卒業生全員のパワ

ーの一部になっているこ とで しょう。日乍年 9

月に、初めての同期会 をひらき懐 しい顔ぶれ

が揃 い盛会で した。今後 も定期的に この会 を

続けてい くことに してお りますので、その節

にはご参加下 さるよ うお願い致 します。

日召不口34■■こ塾卜導害し
~て 30年 |こ 7■

:)ま

す。小学校か ら大学時代 と思 い出は

沢 山あ ります が 、志 木の 3年ほ ど忘 れ 難 い も

のは あ りませ ん。収 穫祭や 農耕 の事 、部 活動

の事 、行 き帰 りの東上 線 での語 らいや 少 々の

悪 メ、ざけ 、毎年 の旅行 、そ して九州 一 周の修

学旅行 と話 題 はつ きませ ん。特 に修 学旅 行 で

は大 阪の松 陰女 子 高校 と偶 然に も 日程 が一 緒

で したの でお互 いに交 流が さか ん に な り汽車

の 中では 、おや つ の差 入や ら宿 泊地 では 、夕

食後 コー ヒー シ ョップ でデ イ トした り、中に

は大学卒 業 後 目出 た く結婚 に ゴー ル イ ン した

カ ップル も出 ま した。先生 方 は さぞか し御心

配 だ った と思 い ます が何 の一 言 も注意 な く私

達 を信 頼 し優 し く見守 って いて くだ さい ま し

た。 こ うして振 り返 ってみ る と志 木 の 3年間

は本 当に諸先生 方 の温か い御理 解 の も とに学

園生 活 を満喫 出来 た こ とをつ くづ く感 じる毎

日です。 (9期  藤 中泰三 )

先般 の志 木会終 了後 (二次 会 とし

て )、 会へ 参加 した全 ん どの者 が 出席

この同期会には、数名の恩師 をお招 きし、

本会場 では味わえなか った異質の盛 り上 りで、

時の経つの を忘れた。就 中、“農場 はその後 ど

うなったか ?"“ 柿の木は残 っているか ?"“学

内喫煙者は相変 らず 多いのか ?"“ 当時の先生

の消慮、"等々、その後の志木高についての質

問に対 し、昔 と変 らぬ身ぶ り手ぶ りで答えて

下 さった先生方の 口調には、懐 しさもひ とし

おであった。

遊 志 会 活動 報告

昨年 度 (昭和63年 )の活動 内容 :

(幹事 B組、木村、杉井 )

。1月 8日 (木 )新 年会 交詢社に於て志木

高先生方 6名 を含め43名 が参加

02月 25日 (木 )第 7回セ ミナー  〔経営管

理について〕 9名 参加 講師 増山雅久君

04月 3日 (日 )第 32回 ゴルフ大会 於厚木

国際 C.C.14名 参加 優勝野末忠弘君

。4月 28日 (木 )第 8回 セ ミナー 〔上手な保

険のかけ方〕 5名 参加  講師佐藤直司君

。6月 29日 (水 )池 田信彦君歓迎会  日本橋

エ ドに於て参加者10名

。7月 10日 (日 )第 33回 ゴルフ大会 於厚木

国際 C.C。 14名 参加  優勝山本久方君

。H月 13日 (日 )第 34回 ゴルフ大会 於サザ

ン クロスCoC。 7名 参加 優勝馬渕祥宏君

。H月 27日 (日 )オ ール志木高同窓会 於 ホ

テルオー クラ 同期49名 参力||

012月 1日 (木 )次 年度幹事引 き継 ぎ打合せ

日本橋エ ドに於て参加者 5名

本年度 (平 成元年 )の活動 スケジュール :

(幹事 C組、山本、村木、平 田 )

。3月 7日 (火 )第 9回 セ ミナー 〔大河 ドフ

マ武 田信玄〕講師 NHKプ ロデューサー村

上慧氏 (36年卒 )

05月 7日 (日 )第 35回 ゴルフ大会 〔2月 18

日雨天延期のため〕於厚木国際 CoC.
。5月 19日 (金 )第 10回 セ ミナー 〔味の素 、

アサ ヒビールエ場 見学会〕

。7月 8日 (土 )第 36回 ゴルフ大会

⑩

して 、同期 会 を開催 した。



慶應志木会会報

9月 1日 (金 )夏 の夜の納涼屋形船 〔お台

場沖〕

11月 17日 (金 )～ 18日 (土 )第 37回 ゴルフ大

会及び忘年会 (神奈川県鶴巻温泉 )

(馬 渕記 )

いちばんの大本である「名簿」に

関 しては、 クラブ活動の グループ・

リー ダー を中心 に 、 9割近 くの仲 間 の住所 を

尋 ね 当て た。 また 、記 念式典 に も、 7割近 い

出席が あ り、同期 の結 束 の堅 さ を再確 認 した

次 第で あ る。今 後 は 、 このチー ム ワー クのす

ば ら しさを生 か して 、定期 の親睦 会 開催 を計

画 して い る。 また 、楽 しい話題 としては 、お

揃 いの ブ レザ ー をつ くろ う とい った ア イデア

も出 さ才して い る。 (岡 本・朝倉記 )

(EE)第 l:撃 λ抒 脅 5日 、久 し振 りの収 穫

祭 見学 を兼 ね て13期初 め ての 同窓 会 を、思 い

出の志 木 で開 いた。実 に高校卒 業 後25年ぶ り

であ る。 当時 い ろい ろ とい じめ られ た先生 方

に もお いで頂 き、楽 しか った青 春時代 の思 い

出話 に花 が咲 いた もの であ った。200名 中60余

人の 出席 では あ ったが 、一 見、先生 と見間違

う程 に成長 (後退 ?)し た学 友達 が織 り成す丁

丁 発止 は壮 観 な ものが あ った。25年 間の それ

ぞれの 人生 の重 み を感 じた一 日で あ った。

(文責  森   孝 )

亦楽会

慶應志木高校 を昭和40年 3月 に卒

業 した我 々 (15期 )は 10年 前 よ り毎年 秋 に亦

楽 会 とい う同窓 会 を開 いて い ます 。

この亦楽 会 (え きら くか い )と い う名称 は

雨 宮 元校長 先生 に孔子 の論 語 の学 iif第 一 「友

遠 方 よ り来 る有 り、亦 楽 しか らずや 」 よ り命

名 して戴 きま した。

同期 の積 極 的 な協 力の 中 、毎年 違 う当該幹

事 が趣 向 を凝 ら した催 物 を企画 して 、毎 回 多

数 の運、師 、同期生 の 出席 の も と、命 名の通 り

とて も楽 しい会 とな って い ます 。

団塊の世代 まっただ中の第16期 は

卒業 (昭和41年 )後 19年 目の秋に一

部有志の努力によ り名簿 を整え、初回の同期

会 を我等が同期の経営す る万世 にて開催 いた

しました。以来 この万世 の「世」と志木の「志」

をもじり「志世会」と命名 し毎年 9月 の第 2土

曜 日に集 まってお ります。青春時代に見た映

画の題名ではあ りませんが、ウエ ス ト サイ

ズ ス トー リー を気に しつつ子供の進学 を心

配す るニュー シルバー予備軍です。

(重壼)会1霧
メ
負
ド“(剃 7期生)

東京 オ リンピックの年 に入学 した我々17期

は、卒業20年後の昭和61年 3月 に同期会 を結

成 しました。当 日は連絡のついた半数以上の

百 1‐余名が銀座 第一 ホテルに参集 しました。

そ して昨年の慶應志木会創立時には、各期中

最大の89名 が結集 し、引 き続 き行 なわれた、

六本木将軍での第二回同期の宴に も70数名の

会 とな りました。なお今夏 7月 15日 には、岐

宇_の長良川畔にて有志の会 を予定 してお りま

す。連絡先は松久博夫君 (岐阜65-3250)で

す。事務局長は西村孝一君 (東京541-0385)

です。 また名簿代・維持会費等の振込銀行 日

座 は第一勧銀本店普通預 金No2581807「 のび ど

めい と'66会計須永泰司」宛 (TEL.596-4996)

ですので宜 しく ′

20期 の同窓 会 につ いて

希 望 に溢 れ 胸躍 らせ 志 木高 の 門 を

口l'い た あの時 の新 人生 が 昨年 成 人式 を迎 え ま

した。意義 あ る志 木高40周 年 の節 目の 中で頂

度 中間点 が20期 であ ります 。 そ して大 変趣 の

あ った本館や懐 しい平 屋の教室 とピカ ピカの

ソЧ階建 て校 合 と体育 館 等 在学 中に二つ の志 木

高 を体験 で きた恵 まれ た学年 も我 々20期 なの

であ ります 。昨年 の 同窓 会 設立総 会 には幹事

の不 手際 に も拘 らず約 40名 の 出席が あ り大 い

0
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に 旧交 を深め る とともに本年 20期 の 同窓会 を

開催 す るこ とが満場一致 で約 束 され ま した。

新 しい時代 の幕 明け の時 に我 々20期 は 各々の

分 野 でその 力 を発揮 して い るこ とと思 われ ま

す 。 第一 回の20期 同窓会 が 有意義 な もの に で

きる よ う計画 したい と思 ってお ります 。

(幹事  木原 弘 人 )

い程の面白さをもった同窓会ですね』 との弁。

今年 も2月 18日 に同三 田イ具楽音陶こ45名 がかけ

つけ笑い笑いの連続で、文字通 り陽性の人間

の集 まりのニ ッパチ会で した。そ して、来年

も同 じく2月 の第 3土曜 日に同 じ場所で予定

しています。「光陰矢の如 し」
ママTilne passed

like an arrow'' きつとあっとい う間に 1年が

経つ ことで しょう。22期 生 、全員集合 /

平成 2年度28会幹事  秦 考一 問合せ は

FIC03-485-7106ま で。

昨年H月 の第 1回志木会総会は我

々23期 生に とって卒業以来は じめて

の集 ま りで した。 これ を期 に23期 同期 会 も発

足 させ る事 に な り、第 1回 同期 会 を 6月 3日

(土 )に 予 定 して い ます 。 同期 の皆 様 お、る って

御 参加 下 さい。

又 、毎 月23日 は (土 。日・祭 日を除 く)23

期 の 日として有志 に よる懇親会 も行 ってお り

ます。 (も ち ろん参加 熱烈歓 迎 )2月 23日 も大

変 な盛 り上 が りで した。 (外 山記 )

連絡先 幹事外山 電話 自宅03-721-9250

会41L03-220-6076

11/27 ホテルオー クラでの第 1

回慶應志木会当日、我々第25期卒業

生の出席者は約50名 、幹事 の期待 を上 回る数

であった。卒業以来10数年ぶ りとい う仲間 も

大勢いて大いに盛 り上が り、散会後 も幾つか

の グループに別れ二次会で再会 を楽 しんでい

た二。

(重壼)会驚言筆研量よ
めての もので した。

一②

過 日開催 され た志 木

りが 、組 織 だ った初

卒業以来、久 しぶ りにみ る顔 も多 く大変な

つか しく思いました。 2次会 。3次会等 も大

変盛 り上が り、久びさの学生時代の ノリを再

現 し、店の方 よ り注意 をうける一幕 もあるほ

どで した。

これ を機会に、21期 同窓会 を発足させ るこ

とがで きました。顧間 を龍 田正浩先生にお願

い し、年 1～ 2回程度集 まれるように してい

きたい と考 えています。名簿の整備 は進めて

いきますので、住所変更・不明者等の連絡 を

必ず行 なって下 さい。 (21期幹事  飯 田光茂 )

「 ワ レラの ニ ッパ チ会」

28年生 まれ を中心 とす る22期 の ニ

ッパ チ会 は 、昨年 2月 20日 〔|)帝国 ホテル Bl

三 田倶 楽部 に て90名 が集 ま り、大 成功 の うち

に その産 声 をあげ ま した。 この 第 1回 は 、杉

浦氏 、乾氏 、本氏 、木和 田氏 、是 枝 氏 、衛 藤

氏等 の努 力に よって開催 まで こ ぎつ け 、三 田

供 楽部 の 夕i平康 夫 支配 人に よれば 『近年 に な

ガラスく、あつたかしヽ
小さな子供の手、やさしいお母さんの手、大きなお父

さんの手。さまざまな手のひらの中で、美しく輝きつづ

けてきたガラスたち。ガラスは、食卓の四季においし

い彩りをそえ、楽しい語らいの場をさわやかに演出

する、コミュニケーション・メディアで■ 私たち東洋ガ

ラスは、これからもガラスの容器づくりを通して、[おい

しい食生活 ]のお役に立ちたいと思いまt
〒100東京都千代田区内奉町131幸 ビル TEL 03-51115320

⑫



慶應志木会会報

今後の方針 として① 年 1～ 2回 を目標に同

期会 を開催す る。② 本年度同期会 を10月 頃開

催する。③名簿の一層の充実と連絡網の整備

の ため幹事 の増 員 を計 る等 の事 項 が話 し合 わ

れ 、出席者 の間 で確 認 され た。

(第 25期 幹事  高橋 ・小 川 )

② のこ591諺 キ)『 憂つ 察T守 [ξ贅

ま した。 これ を機 会 に 、 1年に 1度程 度 は同

期会 を とも考 えて い ます 。 (幹事 を募集致 し

ます ′
)

さて 、今 回の名簿 の作 成 では 、幹事 の怠慢

か ら多数 の行 方不 明者 が 出てお ります 。 同期

会 の連絡 の為 に も名 簿 の整備 に ご協 力下 さい。

訂 I、 追加 等 は大 山 まで フ ァ ックス (03-59

92-0887)又 は郵 便 (171豊 島区池袋2-930-
-901)で ご連 絡下 さい。

(27期 美平照王/大山俊雄 )

(IE)が T言贔 曇曇 露蟻 曇1継層 写ア な倉

った我 々に とって は 、本 当に久 し振 りの再 会

とな りま した。

昔 か ら全 く変 わ って い ない者 、風 貌 、体 型

が著 し く変 わ った者等 多種 多彩 で 、話題 は尽

きませ ん で した。 又 、現 在 の仕 事 の こ と私生

活 の近 況 な ど、話 す こ とが 沢 山 あ り、 2次会 、

3次会へ と繰 り出す パ ワー は一 向 に衰 えて い

ませ ん で した。

最 後 に全 員 で歌 った若 き血 は 、“本 当に良か

った"の一 言 に尽 きます 。立 派 な名簿 を作 っ

て頂 きま したの で 、それ を頼 りに 同期 会 の開

催 も今 後 は考 えた い と思 い ます 。

(30期 幹事  麓 正 忠 )

(IE)経 1彗稚ril言倉暑就壺酌]言贔
会等 は行 われ て い なか った様 であ るが 、昨秋

の志 木会 のパー テ ィー では 、懐 か しい面 々が

多数 出席 し、おお いに盛 り上 が った。 これ を

機 に 、我 々 も同期 会 を とい う声 も多 く聞か れ 、

志 木会31期 幹事 として も、機 は熟 したか との

思 いにか られ る今 日この頃 であ る。 なお 、志

木会 名簿 中に不 明者 が 多数 お られ ます 。失礼

をお詫 びす る と同時 に 、心 当 りの あ る方 は至

急御 連絡下 さい。

禾ム撻Ё34則りは、 日乍
`「

4 月 0こ オ土

`蚤

メ、と

な り、毎 日無我夢 中 となって働いて

い る人が 6割 、大学 院生 も含め 、学 生 をエ ン

ジ ョイ して い る人が 4割 (さ す が志 木高生 )

とい う大変 ア ンバ ラ ンスで連絡 の と りに くい

状 ツ兄とな って い ます 。

その ため 、ほぼ全 員の 人達 が社 会 人 とな る

2年先 ぐらいに同期 会 の開催 とい う予 定 で計

画 を進 め よ うと思 って い ます 。

(34期幹事  山下 孝 )

(玉壼)追霙理馨笑λ倉言実;言軍:贔筆i
る。 まだ学校 で同期 生 と会 え るせ いか 、今 回

の 「志 木会 」へ の参加 者 は22名 に とどまった。

2、 3月 は 、最 後 の ロ ン グバ ケー シ ョン とい

うわけ で 、卒 業旅行 に出掛 け る者 、就職 の準

備 に追 われ る者 と大忙 しであ った。 次 国か ら

は 、同期生 との再 会 の場 で あ る「志 木会」 と

な るわけ で 、 多数 の参加 を期待 し、大 いに盛

りあが りた い と思 って い る。

(35期副幹事  山 ロー平 )

は じめ て生徒 手帳 か ら「 ジー ン ズ

類着 用 の通学 は認め ない」 とい う校

則が消 え、都市化 の進 む志 木 の街 で 、私達 は

よ り自由 な雰 囲気 に 包 まれ て 、 3年間の高校

生 活 を過 ご して きま した。秩 父 での オ リエ ン

テー リン グや 信州 での侶卜句づ くり、そ して長

崎 。福 岡 での 自由行動 な ど、様 々 な事 を体験

で きま した。 中で も第40回 記 念の収 穫 祭へ 向

け て 、実行 委 員 を中心 に 、38期 生 全 員が一 九

とな って団結す るこ とが で きたの は一 番の思

⑬

い出 です 。 (38期生代 表  平 尾圭市 )
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慶應志木高校ホッケー部

現 在 、 ホ ッケー部 は斉 藤顕先 生 を部 長 に部

員一 同一致 団結 して猛練 習 に励 ん でい る。 O
Bの密 な集 ま りは定期 的 に開催 しては い ない

が 、時 あ るご とに グルー プで集 まって若 き時

代 を語 り合 って い る。私事 で 申 し訳 な いが 、

ホ ッケー部 での 3年間の生 活 は私達 に独得 の

人生体験 を与 えて くれ たばか りか 、 多 くの 人

達 との交 流 に よる模擬 的 な社会体験 を味 わ さ

せ て くれ た。信 条 と呼 ぶ には明瞭 さに欠 け 、

人格 形成云 々 とい うには大形 では あ るが 、 ホ

ッケー部 で得 た「何 か」 が今 も神 出 鬼没 に顔

を出 し、それ は今 後 も礎 石 の一つ として続 け

ることであろ う。 (脇 田耕一 記 )

我が、慶應義塾志木高校バ スケ ッ ト部 OB
会は確か昭和41年 、当時大学生 OBが 集合 し

OB会 の名前 を何にす るか 、中々決 まらず喧

喧轟々何回 も集会 をもった頃始 まった と記憶

している。その後、代 を重ね現役 を含め ると

150名 近 くの陣容になった。その間、現役 に対

す る応援 、親睦 を兼ねたOB会 としての試合 、

各種パーテ ィ等 を実施 して今 日に至 っている。

これか らも結束 を強め現役の好成績に一献傾

け る機会が早 〈、何 回 も訪れ るよう期待 した

い 。

土 塊 会 (寄 宿 舎 同 窓 会 )のこと
土塊会々長 岡本経世

志木高寄宿舎生の同窓会 「土塊会」は、一

期生 (37年度卒 、13期生 )が大学 を卒業す る

頃に発足 し、以来20年余に亙 り活動 してお り

ます。会員数 は 800名 余 を数 え、志木会員の

約 1割 にあたるわけですが、残念なことに寄

宿合は、あ と1年でその28年 間の歴 史の幕 を

閉 じようとしています。

慶應義塾社 中広 しといえども唯一の寄宿合

であ り、「英国のイー トンカレッジの全寮制

にその範 を求めたい」 と、当時の雨宮校長先

生の情熱で開寮 し、志木高の大 きな特色の一

つであっただけに、閉寮になることは淋 しい

限 りです。

日乍年 6月 |こ

`ま

、 土塊会25周年言己憲パーテ ィ

ー を銀座三越で開催 しました。歴代校長 、主

事 、舎監 、寄宿舎委員の先生方、寮母 さん、

200余名の会員が集い、・l■ しい顔が揃 いました。

久 しぶ りにブラスバ ン ドと共に慶應 ソングを

声高 らかに歌います と、文字通 り同 じ釜の飯

を食べた仲間、時代は違 って、た とえ顔は知

らな くとも、同 じ理想の下に寮生活 を送 った

者同士の繋が りが強 く感 じられ、親 しく心温

まる一時 を過 ごしました。

土塊会々員即 ち志木会々員であ り、同 じ根

の同窓会です。共に力を携 えて、志木高の益

々の発展 を願い、大 いにバ ンヽクア ツプ してゆ

きたい と願 ってお ります。

野火止会の歴史
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慶應志木会会報

会 員の皆 様 の絶大 な る協 力 に よ り63年 11月

27日 の志 木会創 立総 会 を無事 終 了 し、12月 9

日、 日石 大樹荘 に て 、志 木高金子 前校長 、伊

東主事 、須 田事務 長 、大館 先生 をお招 き し、

幹事 約 50名 に よ り打 ち上 げ慰労 会 を開催 しま

した。

その後 、今 後の志 木会 を如何 に運営 す るか

世 話 人会 を本年 1月 に 2回 、 2月 に 2回 、 3

月に 2回開催致 しま した。

創立総 会以 後慶應 連 合 三 田会 に正 式加 入 し、

3月 20日 にパ レスホテルに て開催 され た春期

懇親会 に志 木会 よ り大 谷 、 多田の 2名 が 出席

しま した。

3月 に 入 り、学校側 と協議 し、志 木会事務

局 の学校 内設置 、事務 局 設置 に伴 い女子係 員

を一部 志 木会 の費用 負担 にて採 用す る こ とに

致 しま した。

3月 24日 志 木高等学校卒 業 式 に櫻 井 会長 以

下 3名 が 出席 し、卒 業生 282名 を新会員 として

迎 え ま した。今 後 の活躍 を期待致 します 。

記念
『

1贈 J■ につ いて現 在世 話 人会 で検討 中

ですが 、志 木会の名簿管理 、維持 会 費の 入金

管理 のため にパ ソコンの導 入 を検討 中です 。

パ ソコン を導 入す れば学校側 もワー プ ロ等事

務処理 に利用 出来 、一挙両 得 と考 え ます 。

本年卒 業 され た39期 の方 の幹事 が きま りま

した。

正 幹事  丸 山和 紀  冨U幹事  田中裕 樹

財務 幹事  武 藤知 樹  名簿幹事  大貫 浩 司

以上 の 4名 とな ってお ります。

事務 局 は菅野真理 子 (す げの ま りこ )さ んに

決 ま りま した。 火・水・ 木 。金 の週 4日 間午

前 9時30分～午 後 4時30分 までお ります の で 、

連絡 等 は菅野 さん宛 にお願 い します 。

電話 及 び FAXは 学校 の電 話0484711361

F A X0484-74-3008ま ‐Cご i皇糸各¬ヾ さい。

名簿委 員 よ りのお願 い

住 所 等変 更 ご ざい ま した ら、志 木会事務 局

菅野 さん宛 に ご連絡下 さい。

会報委 員 よ り

次 回の会報 を本年 10月 中に発行 す る予 定 で

ご ざい ます 。 ご意 見等 ご ざい ま した ら事 務 局

へ ご連絡下 さい。

慶應志木会名簿維持会費入金状況「成七年3'1411現 4   慶應志木会40周年事業収支 (平成元年3月 12日 現在ヽ

◎広告収入    11,014,500
◎名簿収入及び維持運営費

バーティ当日入金  1,948,000

在籍者
数

名

Ｉ ll、 込 率

綺綸イー‥
数

布゛
'lll、 込71

ll、 込 率

②
③
④
⑤

６
⑦
③
◎
⑩

Ｈ
⑫
⑬

ｌ４
⑮
⑩
⑫

‐８
‐９
２０
２‐

９４

６０

４８

４５

０６

８５

９８

９４

‐６

９６

‐８

０２

‐２

９５

５９

６０

６５

６‐

６３

６０

５９

45名

32

18

19

47

26

39

69

69

91

70

101

100

72

105

103

104

73

85

78

82

47 92っ

53 3

37 5

42 2

44 3

30 6

39 8

73 4

59 5

46 4

32 1

50 0

47 2

36 9

40 5

39 6

39 2

28 0

32 3

30 0

317

２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８
２９
３０
３‐
３２
３３
３４
３５
３６
３７
３８
　
な［

8,106
1111〃 ||

213

2,494

(3,000

66

259%
26 9

27 3

34 0

22 8

20 9

27 4

213
20 2

174
164
139
19 2

199
310
23 7

33 2

310ク″

(370ク ル

310%

◎名簿支出

(1)名

'専

r‖ 椰1マリ11    9,316,300

(2)版 ドイリ‖    1,200,000
(3)名

'|グ

こ;基イリli    3,293,694当11名

'●

Hに ,t 64,000

寄付金より振替dc  97,000
(3/4)郵 便局振込  10,322,200

12,931,200

3,927,000

13,042,000

◎寄付金収入

◎′ヽ一ティ収入
`トハ1振込

◎名iiJ「誤ノ(111成 、発iムでセ‖|

◎ `li務 局費用

(1)趣 意書発送でセ‖l

(2)通 信イセ

(3)中↑̀;i会 でりII

(4)`li務 イセ等

13,809,994

2,500,000

1,352,059

860,125

704,300

178,1161l H人 令     3.873.000
16,915,000 3,094,600

◎会報作成発送マセ用  700,000
◎学校への寄イ1   4,000,000

(含む嗜
'務

几jttriィャ用 )

150,000

111,000

1,615,000

2,631,000

407,860

110,000

11,184

◎ハーティマセ用

(1)ホ テルオークラ

(2)ウ イスキー

(3)コ ンハニオン代

(4)イ ベントでセ等

15,086,488

480,000

1,190,000

1,140,005

◎カードイセ‖l(1,000セ ,ト

◎ネクタイでセ用(345本 )

◎ポラロイドイマ川

17,896,493
1 1,580,000

2,028,000

208,000(注 1' 4絆
`数

は  グフ リ(約 100名
'′

更びクヒ亡ヽ を ,む
■3△ 者で贅「じ名 者あ り

タプ リ者人↑分 Ⅲl",と も入金 74t理 扱 い

l11に O nlが つけてあるものは ‖絆ll,● ■37%を 越えた

lul.

'11業 収 入言| 49,823,744 事業支出計

繰越令
1立 ちLり 資金jL商21期

45,817,087

4,006,657

2,270,000

0

(単 位 :円 )
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●名簿代金、維持運営費の入金ご協力のお願い。

今後の志木会の健全な運営には皆様のご協力が

不可欠です。昨年お手元に、送付させていただき

ました名簿のなかに振込用紙を同封させていただ

いてお りますが、未入金の方は、本主旨ご理解の

うえ送金手続をお取 りいただきますよう重ねてお

願い申し上げます。

なお郵便局に備えつけの振込用紙でも送金手続

きは出来ます。その場合、

振込口座番号  東京・7398902

加入者名(振 込先) 慶應志木会実行委員会

振込金額  5,000円

(名 簿代金 3千円、維持会費 2千円 )

振込人住所氏名  ご住所

ご尊名

卒業の期 (名 簿に記載 )

なお本件に関するご照会は、 ド記宛お願いいた

します。

●各期幹事

●名簿幹事 大谷 熙(1期 )TEL632 0005

FAX635-0012

●財務幹事 大道賢二(12期 )TEL479 3211

FAX479-0485

●名簿の取 り扱いについてお願い

尉丘多数の会員から
い
種々の会員、募集等の電話によ

る勧誘に悩まされている"と の苦情が寄せられており

ます。会としては当然のこと乍ら会員、学校関係者以

外には名簿を発送しておりません。名簿の取り扱いを

誤りますと多数の会員に迷惑をお書‖すいたしますので

くれぐれもご注意下さるようお願いいたします。

●記念ネクタイの販売

発会式当日販売いたしました記念ネクタイが若

千残っております。ご希望の方は4,000円 (ネ クタ

イ3,500円送料500円 )を 同封 して下記へご注文下

さい。追加生産 も可能ですので、同期会で販売 し

たい等のお問合せ も下記へどうそ。

(注文・問合わせ先 )

〒104東京都中央区銀座5312 壱番館ビル4F
田屋ナカニシ小山さん宛

TEL03(571)9055 FAX03(289)2485

●記念ビデオをおわけします

設立総会、懇親パーティーの模様をビデオに収

め60分に編集 したビデオを作製いたしました。

ご希望の方には実費(送料含む)8,000円 でおわ

けいたします。費用同封の上下記へお中込下さい

なお、VHS、 BETAの 区別をお忘れなく。

(注文いただいてから製作いたしますので、お届け

までしばらく日キ間がかか ります )

(注文先 )

〒353志本市本町4141 慶應義塾志木高校内

慶應志木会宛

TEL0484-71-1361

FAX0484-74-3008

・ )編集後 記

Hl:年 11月 に発足 した慶應志木会の、活動の一環

として、会報 を作れ とい う至上命令が下 り、その

大切な仕事が、私たち 1期か
'D39月

1に わたる寄せ

集めの素 人集団に回って きました。 H音 中1共 索 、 と

もか く「たた き台」 を作 ってみて、大 方のご意見

を11い なが ら、よ りよい ものに育てていこうとい

うことに しました。

志木は、私 たちのみんなが、多感な16歳か ら18

歳 とい う時期 を過 ごした、′しヽのレS、 るさとです。そ

の志木で、 ともに学び、遊んだ仲間たちの情報 交

浙この場嚇として、 また学校 と卒業 11を 名∵ぶノヽ イフ・と

して、この会報が役立つ ならば、たいへん女liし い

と思います。

終わ りにな りましたが、創刊に際 して、お忙 し

い中を玉稿 を賜 りましたZf川 塾長、服部連合三日会

会長、γf下校長 をは じめ とす る・FLi様 に「7‐ く御礼申

し 11け ます。 (馬 )
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